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研究成果

２０２４年５月１０日～２０２７年３月３１日

ブルー水素市場価格、CO2ガス市場価格に見合ったコスト（＜5,000円/t-CO2）
とするための課題抽出、およびコスト実現

膜のチューニング検討開発、商用サイズエレメントの検討
前事業で開発した高いCO2分離性能を発現する新ドープ液の大量調合、広

幅連続製膜、膜エレメントの作製等に関する検討を実施し、実証試験に向け
た準備を進めた。また、膜エレメント作製の自動化設備の導入を完了した。

CO₂分離回収型水素製造装置の検討
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事業概要
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CO2分離膜で要求されるスチームを水素製造プロセスの排熱を有効利用し
て製造する、熱効率の高いCO2分離製造プロセスを設計した。また、必要な
部材を手配し、実証機製作に着手した。
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CO₂分離膜エレメント

分子ゲート膜について

スパイラル型エレメントについて

開発項目・開発目標

研究成果

今後の技術課題・スケジュール
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研究成果

今後の技術課題・スケジュール
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スパイラル型エレメントについて

＜エレメント設計項目＞

•スペーサ構成

• 厚み

• 空隙率

• 構造

•ガス流路設計

• 仕切り構造

• 集ガス管の孔配列

•エレメント効率

• ガス滞留特性

• 圧力損失

•エレメントサイズ

• 充填膜面積

スパイラルエレメントは他のエレメント形式に比べて耐圧性が高い。
これまで高圧IGCC向けに開発で培った技術を用いて、中圧向けにチューニングを実施

モジュール

スパイラル型エレメント





研究成果（膜チューニング）

選択性向上添加剤を見出し、論文・特許で公表されている各種膜よりもCO2/H2選択
性が10倍高い添加剤混合MGM膜を開発

文献（レビュー）： Kamio et al., J. Chem. Eng. Jpn., 56 (2023) 2222000.

※広幅連続製膜品以外のデータは、CO2/N2分離性能に基づく換算値（αCO2/H2=0.1×αCO2/N2）

ラボ単膜試験結果
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広幅連続製膜ロール品を用いて、商用サイズ8インチ(20cm)径 X 600mmエレメントに成功

研究成果（商用化エレメント製作）

商用サイズエレメント

４インチ（10cm)径エレメント
スケールアップ
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